
町の人口 ･世帯数.(7月1日現在〉 人口12,005人 男5,895人 女6,110人世帯数3,039世帯



広 報 ひ か り (2)

等
に
備
え

9
月
3
日
に
防
災
訓
練

｢
災
害
｣
と
い
う
こ
と
ば
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

伊
豆
半
島
東
部
の

一
連
の
群
発
地
震
､
そ
れ
に
続
く
伊
東
沖
の
海

底
噴
火
｡
こ
れ
ら
の
災
害
が
い
つ
当
町
に
お
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｡

そ
こ
で
､
町
で
は
地
震
等
に
よ
る
災
害
を
想
定
し
て
､
九
月
三
日

に
全
町
を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
｡

町
民
の
皆
さ
ん
も
､
二
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解
い
た
だ
き
､
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
｡

実
施
日
時

9
月
3
旦

日
)

午
前

6
時
30
分

-
8
時

訓
練
想
定

地
震
を
想
定

避

難

所

各
集
落
の
集
会
場

(尾
垂
五
区
は
消
防
機
庫
)

お

願

い

各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て

い
る
防
災

行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
乾
電
池
は
､

毎
年
九
月

一
日
の

｢
防
災

の
日
｣
を

め
や
す

と
し
て

1
年
に

1
回
は
取
-

替
え
ま
し
ょ
う
｡

地震時のワンポイントア ドバイス

1.火の始末をしましょう

2.慌てて､外に出ないようにしましょう

3.室内なら丈夫な家具に身を寄せましょう

4.-分 ぐらいは､じっとしていましょう

5.運転中なら､皐 を路肩に寄せて停車させ､す ぐには外に出ない

ようにしましょう

準備 したい非常持ち出 し晶
大地震におそわれて壊滅状態になったら､とにかく救援が始まるまでの間は自力でしの

がなければなりません｡ 2-3日の間はしのげる最少隈の物を用意 しておきましょう｡

次のような非常持ち出し品のほかに､我が家の状態に合わせて､これはと思うものをリ

ュックサックや非常持ち出し袋にまとめて用意 しておきましょう｡

非常持ち出し品は自分にあった重さで用質
声至 意しておきましょう｡袋は防水､難燃性rTI

で､背負うときに肩に食込まないよう幅
の広いヒモのものを選びます｡

明 るい家庭 は ｢あい さつ｣ か ら

※
防
災
訓
練
当
日
の
お
知
ら
せ
は

防
災
行
政
無
線
で
行

い
ま
す



(3)広 報 ひ か り

ト
厳
粛
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典

沿 革
明 治22年 白浜尋常小学校創設

(尾垂小学校 と木戸小学校が合併 )

26年 校舎大修繕 を行 う

29年 白浜尋常高等小学校 と改称

30年 校舎 を木戸1,335-移転 ､増築

32年 校舎一棟増築

41年 校舎一棟増築 ､養魚所及び園芸所 を新設

大正 8年 校舎一棟 (4教室 ) を新築

昭和 2年 6教室 を増築

16年 白浜国民学校 と改称

22年 白浜村立 白浜小学校 と改称

29年 4教室 を新築

〝 光町立 白浜小学校 と改称

34年 北側校舎 を改築

38年 校庭 を拡張

〝 正面校舎 を改築

〝 給食室 を改築 し給食 を開始

42年 旧校舎 を取 り壊 し鉄 筋 2階建 6教室 を新築

43年 プールが完成

46年 体育館が完成

47年 北側校舎 を移転 し中央校舎 を取 り壊す

48年 給食室及び用務員室 を移転

53年 プレ- ブ特別教主 を増築

55年 プール を改修

56年 旧校舎 を取 り壊す

57年 鉄筋 3階建校舎 が完成

58年 鉄筋 2階建校舎 防音工事 ､冷暖房設備が完成

63年 体育館前席主事場が完成

白
浜
小
学
校
の
創
立
百
周
年
記
念
式

典
が
六
月
二
十
五
日
に
盛
会
に
行
わ
れ

ま
し
た
｡

当
日
は
来
賓
､
地
元
招
待
者
､
-
実
行

委
員
ら
延
べ
千
二
百
人
が
出
席
し
ま
し

た
｡午

前
九
時
か
ら
は
､
海
保
貞
夫
実
行

委
員
長
､
町
長
､
六
年
生
代
表
に
よ
り

記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

除
幕
と
同
時
に
全
校
児
童
に
よ
り
色
と

り
ど
り
の
風
船
が
初
夏

の
空
に
放
さ
れ
､

華
や
か
な
除
幕
式
と
な
り
ま
し
た
｡

十
時
か
ら
の
記
念
式
典
は
厳
粛
に
行

わ
れ
ま
し
た
が
十

一
時
三
十
分
か
ら
の

祝
賀
会
で
は
出
席
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
が
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
､
な
ご
や
か
な

祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
'
記
念
誌

｢
創
立
百
年
誌
｣
は

明
治
時
代
の
教
科
書
や
卒
業
写
真
も
掲

載
さ
れ
て
お
り
､
ま
さ
し
-
百
年
の
歩

み
を
綴

っ
た
記
念
誌
と
な
り
ま
し
た
｡

ト
記
念
碑
の
除
幕
式

｢創
立
百
年
誌
｣
を
発
行

平成元年 白浜小学校創立百周年記念式典 を挙行 ▲全校児童により風船が初夏の空に

明 るい朝 の一声忘れてい ませんか



広 報 ひ か り (4)

ポ

ン
プ
擦
法
大
会

敏
速
な
演
技
を
披
露

第
二
十
八
回
町
消
防
操
法
大
全

が
七
月
二
日
､
東
陽
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
大
会
は
､
普

段
訓
練
し
て
い
る
ポ
ン
プ
操
法
の

技
を
競
い
合
う
も
の
で
､
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部
四
部
と
小
型
ポ
ン
プ

の
部
二
十
七
部
の
三
十

一
部
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
｡
そ
の
結

果
'
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
は
､
第

七
分
団
第
三
部
が
十
二
年
連
続
優▲気迫の こもった演技

勝
を
し
て
い
た
第
五
分
団
第

7
部

を
見
事
に
破
り
優
勝
､
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
は
第
七
分
団
第
四
部
が

三
年
ぶ
り
に
優
勝
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
優
勝
し
た
両
チ
ー
ム
は

七
月
七
日
に
行
わ
れ
た
海
匝
支
部

消
防
操
法
大
全
に
出
場
し
､
ポ
ン

プ
自
動
車
の
部
で
五
位
､
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
は
四
位
に
な
り
ま
し

た
｡こ

の
大
会
で
､
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
出
場
し
た
指
揮
者
の
川
野
稔

康
さ
ん
が
､
最
優
秀
指
揮
者
に
選

ば
れ
ま
し
た
｡
当
町
出
場
チ
ー
ム

か
ら
最
優
秀
指
揮
者
が
選
ば
れ
た

の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
｡

▲きびきびとした操法を披露

▲個人賞を受賞 した

川野稔康さん

海
の
安
全
を

祈

願

木
戸
浜
海
水
浴
場
の
海
開
き
が

七
月
十
六
日
午
前
九
時
か
ら
木
戸

浜
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
斉
藤
町
長
､
小
川
券

廉
観
光
協
会
長
を
は
じ
め
関
係
者

約
四
十
人
が
出
席
し
､
海
水
浴
場

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
七
月
二
十
三
日
に
は
､

観
光
協
会
主
催
に
よ
り

｢
木
戸
浜

サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
と
称

し
､
地
引
網
に
よ
る
魚
の
無
料
つ

か
み
取
り
大
会
､
海
浜
チ
ビ
ッ
コ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
､
宝
さ
が
L
が
行

わ
れ
ま
し
た
｡

な
お
､
海
水
浴
場
の
開
設
期
間

成

績

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

一
位

第
七
分
団
第
三
部
(
関

)

二
位

第
五
分
団
第

一
部
(古
屋
)

小
型
ポ
ン
プ
の
部

一
位

第
七
分
団
第
四
部
(
白
磯
)

二
位

第
七
分
団
第

一
部
(長
塚
)

三
位

第
二
分
団
第
二
部
(
宝
米
)

四
位

第
七
分
団
第
二
部
(木
戸
)

五
位

中
央
分
団
第
二
部
(桑
郷
)

六
位

第
六
分
団
第
三
部
(
原
方
)

は
'
八
月
二
十
日
ま
で
､
開
設
時

間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
で
す
｡

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

(個
人
)

最
優
秀
指
揮
者

鈴
木

豊

(橋
場
)

一
番
貫

越
川

二
番
員

渡
辺

三
番
員

早
川

四
番
貞

嶋
田

勝
久
(古
屋
)

智
和

(古
屋
)

義
勝

(
辻

)

英
明
(古
屋
)

小
型
ポ
ン
プ
の
部

(個
人
)

最
優
秀
指
揮
者

〃
一
番
員

″
二
番
員

･
三
番
貫

秋
葉

精
〓

長
塚
)

椎
名

幸
司
(木
戸
)

佐
久
間
一
好

(新
井
)

大
木

傾
〓

宝
米
)

デイキャンプ

▲テン ト張り､もうす ぐ準備完了

ト

安
全
を
祈
願
す
る
関
係
者

七
月

一
日
に
､
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ

が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

参
加
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

は
約
四
十
人
で
､
講
師
の
林
田
重

俊
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
野
外
活
動

の
基
本
や
テ
ン
-
の
張
り
方
､
飯

合
炊
飯
の
仕
方
を
勉
強
し
ま
し
た
｡

ど
の
児
童
も
不
慣
れ
な
が
ら
も
目

を
輝
か
せ
キ
ャ
ン
プ
の
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
｡

明るい家庭 は ｢あい さつ｣ か ら

一



町の情報案内電話

｢ひかりガイド｣字書.8

町の行事･各種催し物･

町の概要についての問い

合わせは｢ひか りガイ ド｣

へお願いします｡

日
吉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

豆
剣
士
準
優
勝

七
月
九
日
に
日
本
武
道
館
勝
浦

研
修
セ
ン
タ
I
で
､
少
年
剣
道
育

成
連
盟
主
催
の
県
少
年
剣
道
錬
成

大
会
が
行
わ
れ
､
日
吉
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
低
学
年
男
子
が
第
二
ブ

ロ

ッ
ク
で
準
優
勝
し
ま
し
た
｡

こ
の
大
会
に
は
､
県
内
九
十
四

団
体
二
八
七
チ
ー
ム

(小
学
生
約

一
､
二

〇
〇
人
)
が
参
加
､
男
子

-

○
-

○
-

▲メダル を胸 に

低
学
年
､
女
子
の
部
､

年

A
･
B
に
分
か
れ
､

男
子
高
学

さ
ら
に
各

白浜小4.5.6年生

海岸の清掃に一役

}J

海
開
き
間
近
の

七
月

一
日
､
白
浜

小
学
校
四

･
五

･

六
年
生
に
よ
る
海

岸
の
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
｡

児
童
達
は
､
肌

寒

い
中
､
ビ
ニ
ー

ル
の
袋
を
片
手
に
'

空
缶
､
紙
-
ず
等

拾

い
な
が
ら
広

い

(5)広 報 ひ か り

▲喜 びの東陽 スポーツ少年団

3位

優 勝

東陽スポーツ少年団

l 白浜スポーツ

･韓閉門

南
条

白
浜

日
吉

南
条

白
浜

東
陽

七
月
十
五
日
に
教
育
委
員
会
と

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催

の
第
二
十

1
回
町
少
年
野
球
大
会

が
行
わ
れ
､
東
陽

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
優
勝
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
優
勝
し
た
東
陽

ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
三
位
の
白
浜
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
全
日
本
学
童
野
球
大

会
に
､
準
優
勝
の
日
吉
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
海
匝
地
区
少
年
野
球
大

会
に
出
場
し
ま
す
｡

部
門
ご
と
に
八
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
行

っ
た
も
の
で
す
｡

会
場
に
は
､
豆
剣
士
の
声
が
響

き
わ
た
り
､
緊
張
の
連
続
で
し
た
｡

#
･r
i
t]
rt-
t<

｢ほ
た
る
の
里
｣

か
ら

ふ
う
せ
ん
の
た
よ
り

七
月
二
日
橋
場
の
林
田
重
俊
さ

ん
宅
の
庭
先
に
長
野
県
辰
野
町
か

ら
ふ
う
せ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

き
ま
し
た
｡

辰
野
西
小
学
校
四
年
生
の
み
や

は
ら
た
か
ひ
ろ
君
か
ら

｢
ほ
た
る

ま

つ
り
｣

へ
の
招
待
状
で
し
た
｡

林
田
さ
ん
は
､
早
速
返
事
を
書

い
た
そ
う

で
す
｡

海
岸
で
機
敏
に
働
い
て
い
ま
し
た
｡

き
れ
い
に
な

っ
た
海
岸
に
満
足

そ
う

で
し
た
｡

東
陽
小
で
七
夕
集
会

体
育
館
飾
り
つ
け
で
い
っ
ぱ

い

七
月
七
日
東
陽
小
で
､
七
夕
集

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

体
育
館

い
っ
ぱ
い
子
供
達
が
作

っ
た
七
夕
飾
り
や
習
字
が
貼
ら
れ

た
中
､
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
進
行
｡

全
校
児
童

の
七
夕
さ
ま
の
合
唱
､

集
会
委
員
会
や
各
学
年
の
ね
が
い

ご
と
の
発
表
が
行
わ
れ
た
後
､
七

夕
飾
り
の
賞
状
の
授
与
が
あ
り
ま

し
た
｡

明 るい朝 の一声忘れてい ませんか

i:｢ー~

｢飾 りつけがきれいで賞｣

｢りっばで賞｣



広 報 ひ か り (6)

第3回婦人ソフトボール大会
木戸チーム初優勝 ･長塚チーム準優勝

七
月
十

1
日
か
ら

八
日
間
､
第
三
回
婦

人
ソ
7
-
ボ
ー
ル
大

会
が
町
営
野
球
場
の

ナ
イ
タ
ー
施
設
を
利

用
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
｡今

大
会
は
､
新
鋭

の
チ
ー
ム
も
加
わ
り

十
四
チ
ー
ム
が
参
加

し
､
熱
戦
の
火
ぶ
た

が
き
ら
れ
ま
し
た
｡

そ
の
結
果
､
木
戸

チ
ー
ム
が
初
優
勝
に

輝
き
､
惜
し
く
も
準

優
勝
は
長
塚
チ

ー
ム

で
し
た
｡

ま
た
､
最
優
秀
選
手
に
は
木
戸

チ

ー
ム
の
椎
名
啓
子
さ
ん
が
､
打

撃
賞
に
は
長
塚
チ
ー
ム
の
秋
葉
光

枝
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
｡

今
大
会
を
ふ
り
か
え
る
と
､
過

去
の
大
会
よ
り
も
好
試
合
が
数
多

-
あ
り
､
全
体
的
に
レ
ベ
ル
が
上

が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
｡

▲バットを振る手にも力が入ります

⑬
野
内
岳
武
田
源
流
畠
e
)

七
月
十
六
日
試
合
結
果

宮
内

小
田
部
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

橋
場

エ
ン
ド
レ
ス

役
場
光
友
会

5 5 6 5
対 対 村 村
2 0 1 2

G
J
ク
ラ
ブ

小
川
台

ヤ
ン
キ
ー

ス

橋
場
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ

3位決定戦

2f 2

谷

中

辻

▲健 闘の木戸チーム

優勝 木戸

西

高

野

橋

場

谷

中

尾

垂

桑

郷

木

戸

関南

条

篠
本
三
区

長

塚

篠 本 2区 に 児 童 遊 園完 成

次
代
を
担
う
子
供
達
が
健

康
で
元
気
に
育
ち
､
ま
た
交

通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
､

篠
本
二
区
に
待
望
の
児
童
遊

園
が
完
成

し
ま
し
た
｡

今
後
の
児
童
健
全
育
成
に
､

地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
｡

な
お
､
設
置
に
あ
た
り
､
土

地
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
､
江
披
戸
輝
己
さ
ん
に
､

深
-
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

日
頃
の
奉
仕
活
動

2
団
体
に
感
謝
状

白
浜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(野
球
)
･光
楽
園
老
人
ホ
ー
ム

明 るい家庭 は ｢あい さつ｣ か ら

白宝 辻 宮

栄

▲父母会会長佐瀬勝さんと

吉田輝久 くん

七
月
二
日
白
浜

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団

(
野
球
)
と
光
楽
園
老
人
ホ
ー

ム
に
成
田
山
新
勝
寺
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
｡
両
団
体
と
も

｢
尾
垂
浜
の
成
田
山
上
陸
地
｣
の

境
内
参
道
の
清
掃
活
動
を
毎
年
か

か
す
こ
と
な
-
奉
仕
し
て
い
た
も

の
で
す
｡
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ふ
る
さ
と
ま
つ
り
も
間
近
の
七

月
十
九
日
に
ひ
か
り
音
頭
の
練
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

芝
崎
の
佐
藤
さ
ん
を
先
生
に
踊

り
の
練
習
に
も
熱
が
入
り
ま
す
｡

何
回
も
練
習
す
る
と
し
ぐ
さ
も

ス
ム
ー
ズ
に
緊
張
し
た
顔
の
表
情

も
や
わ
ら
か
-
な
り
ま
し
た
O

ト月
サ
ン
サ
ン
サ
ン
と
三
拍
子
月
の

音
頭
に
あ
わ
せ

一
生
懸
命

%
に
向
け
て

ひ
か
り
音
頭
の
練
習

県民の日記念書道展入賞者

中 伊 毛 土
Jtl橋 利 屋

芳 幸 陽 滋
一 子 子 代･(ヽ '''T ~~■■■■ヽへ
目 白 東 南
･ヽ...-.′ヽ一㌔ヽー ーヽ

小
林
香
津
美
(東
)

椎
名

伸
充
(
白
)

近
藤

良
美
(東
)

椎
名

由
佳
(中
)

大
木

恵
(南
)

美
川

美
保
(白
)

蔚
藤
万
里
絵
(南
)

7月 9日町体育館 でつなひき大

会が行われ ました｡

-チマキ姿で試合に望むチーム

や決着 と同時に座 りこんで しまう

チームなど､どのチーム も体 中の

力を出 しつ くし､"快 汗､､の大会 と

な りました｡

男子 の部優勝

町 長 杯 体育指導委員チーム

女子 の部優勝

光 ライ言:芋 尾垂 ヒップフラワー

〝

快
汗
″

つ
な
ひ
き
大
会

参院選投票率 県下5位
7月23日に行 われ た､参議 院議 員通常選 挙 の 当町投票

率 は68.05パ ーセ ン トと県下 で第 5位 で した｡

町民 1人 1人の政 治 に対 す る意識 の高 ま りが高 い投票

率 に な りま した｡ これか らも各種選 挙へ の投票参加 をお

願 い します｡

結 果

当 日有権者数 投票者数 (結果) 順位男 女 計 男 女 計 ノーセント

日=ヒ口第 篠本一区 80 89 169 276 307 58376.61 1
篠本二区 131 146 277

篠本三区 151 164 315

小 計 362 399 761

日=ヒ⊂一筆 新 井 131 139 270 272 294 56673.99 2

宝 米 145 163 308

二 又 96 91 187

小 計 372 393 765

南条第 小 川 台 111 120 231 259 298 55769.02 4

ム⊂】 64 60 124

小 田 部 128 156 284

母 子 85 83 168

小 計 388 419 807

南条第 傍 示 戸 72 74 146 223 236 45973.32 3

言 下 52 54 106

虫 生 50 50 100

芝 崎 135 139 274

小 計 309 317 626

東陽第 橋 場 545 6261,171 549 6301,17967.49 6

桑 郷 69 67 136

西 高 野 53 60 113

古 屋 166 161 327

小 計 833 9141,747

莱陽撃 谷 中 173 166 339 269 273 54268.26 5

宮 内 135 155 290

入 82 83 165

小 計 390 404 794

東陽警 作 間 内 224 230 454 271 283 55462.95 8

篠 原 116 117 233

原 方 101 92 193

小 計 441 439 880

白演第 五 ノ 神 73 82 155 457 508 96567.34 7

長 塚 179 176 355

木 戸 137 170 307

辻 109 115 224

関 192 200 392

ノ｣､計 690 7431,433

白演筆 尾垂五区 66 69 135 341 374 71560.54 9

尾垂六区 250 250 500

白 磯 253 293 546

小 計 569 6121,181

明 るい朝 の一声忘れてい ませんか
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町

量
か
,～
"
,
I
)

斉

藤

こ
の
時
以
来
､
こ
の
重
-
切
な
い

⑪

入
定
塚
が
､
私
の
心
の
中
に
住
み

つ
い
て
し
ま
い
､
妙
に
こ
だ
わ
っ

譲

小
川
台
の
地
に
､
入
定
塚
が

あ
る
こ
と
は
､
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
｡
私
も
､
先
頃
発
刊

さ
れ
た
光
町
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

た
ん
ほう

｢
ふ
る
さ
と
探

訪

｣

を
読
ん
で
し
L)い

は
じ
め
て
知

っ
た
よ
う
な
次
第

で
､
南
条
の
地
に
生
ま
れ
育

っ

た
者
と
し
て
､
と
て
も
は
ず
か

し
-
思

っ
て
い
る
｡

｢
こ
の
入
定
塚
は
､
小
川
台

く
ば
らく

字
熊

落

台
の
山
林
の
中
に
あ

ほう
ぞう
じ

ゆう

る
｡
昔
､
宝

蔵

寺

の
住
職

宥

し
上､フ

照

が

､
派
手
な
暮

ら
し
を
す

る
村
人
を
改
心
さ
せ
る
た
め
､

し
ゅじ
よう
さ
いと

衆

生

済

度

を
願

っ
て
生
き
な

ま
い
そう

が
ら
埋

葬
さ

れ
た
塚
だ
と
い

う
｡
宥
照
の
名
は
､
小
川
台

り
ゆう
た
いじ

の
隆

台

寺

の
過
去
帳
に
あ
り
､

江
戸
時
代
の
亨
保
十
三
年
(
一

七
二
八
年
)
八
月
十
五
日
入

定
と
な

っ
て
い
る
oJ

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
は
入
定
塚
に

つ
い
て
､
こ
の
よ
う
な
説
明
が

し
る

記
さ
れ
て
い
る
｡
私
は
､
か
つ

の
人
々
の
悲

惨

な
暮
ら
し
振
り
や
､

しん
こう

き
よく
ち

き
わ

て
東
北

形
の
地

で 地
即 子方

たず

る
寺
を
訪

ね

こ
で
聞
か
さひ
三れ た 身 上を
た こ 仏 宅旅
､と が し

当 が 祭 た
時 あ ら 折
の る れ に
地 ○て ､
域 そ い 山

で 求 く･信
悲 ひ道 雄口舌
壮 言憎 号の

i∵ 吾S.I:.:
て､途 ずを

し
上う
か

の
精
神
の

昇

華

す
さま

の
凄
じ
き
に
､

心
う
た
れ
た
こ

と
が
あ
る
｡
し

究

め

i
つ
と
す
る

て
仕
方
が
な
か
っ
た
｡
そ
ん
な
折
､

役
場
職
員
の
有
志
に
よ

っ
て
､
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク
を
片
手
に
日
吉
､
南

条
地
区
の
歴
史
の
舞
台
を
探
訪
す

る
計
画
が
も
ち
あ
が
っ
た
｡
私
も
､

飛
び
つ
-
よ
う
な
気
持
で
こ
の

1

行
に
参
加
し
た
｡
無
論
､
入
定
塚

が

一
番
の
目
当
て
で
あ

っ
た
｡
当

日
は
日
曜
日
で
､
あ

い
に
-
の
雨

に

ゅ

う

じ

ょ

う

づ

か

入

定

塚

か
し
､
ま
さ
か
私
達
の
こ
ん
な
身

に

ひ
つう

近
な
所
に
も
､
こ
れ
と
似

た
悲

痛

う
ず
も

な
歴
史
が

埋

れ

て
い
よ
う
と
は
､

む
そう

夢

想

だ
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
｡

光
町
の
歴
史
を
思

い
､
語
る
と
き
､

私
の
頭
の
ど
こ
か
に
は
､
な
ん
と

へん
て
つ

な
く
薄
-
軽

い
､
変

哲

の
な
い
も

の
だ
と

い
う
観
念
が
宿

っ
て

い

た
｡
だ
か
ら
､
私
は
こ
の
入
定
塚

たまし
い

け

の
存
在
を
知

っ
た
と
き
､
魂

を

揺

し上うけさ

す
振
ら
れ
る
ほ
ど

の
衝
撃
を
う

け
い
はく

け
'
自
分
の
軽
薄
さ
に
恥
じ
た
｡

こ
ぶり

た

上
に
､
小
板
な
碑
が
建

っ
て
い
た
｡

聞
け
ば
､
こ
こ
も
辺
り
の
よ
う
に
､

つ
い
先
日
ま
で
は
荒
れ
果
て
､
塚

は
村
人
の
誰
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
雑

こけ

草
の
中
で
苔
む
し
て
い
た
と
い
う
｡

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成
す
る
に
あ

と

た
っ
て
写
真
を
撮
る
と
聞

い
て
､

き
ゅう
き
上

急
速
区
や
寺
の
役
員
が
総
出
で
手

入
れ
を
し
､
こ
れ
か
ら
は
区
民
の

力
で
し

っ
か
り
と
守

っ
て
い
-
こ

と
に
決
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
発
刊
が
､
思
わ

ヽ
0

レ

｣

i

宥

照

が
入
定
を
決
意
し
て
､
掘

ら
れ

し
､
村 た

ば
か
り
の
穴
の
底
に
座

入
の

牢 宝

写l u

岩 7r鍬 三
間 三一
に 鍬

土
に
よ
っ
て
､
無

明

の

悶

ち
て
い
-
と
き
の
心
情
｡

振
る
う
村
人
達
の
胸
中
｡

ぬ
と
こ
ろ
で
人

を
動
か
し

き
ゃ-

かな
た

長
しヽ ノマ
間 の
忘号心

却
の
彼
方

へ
追

い
や
ら

れ
て
い
た
｡

こ
の
人
定

家
に
光
を
当
て
る
こ
と

に
な

っ
た
の
も
､
思
え

模
様
の
天
気
で
あ

っ
た
が
､
小
川

台
の
台
地
に
立

っ
た
と
き
は
､
雨

も
中
休
み
に
な

っ
て
い
た
｡
畑
中

の
道
を
西
に
進
む
と
､
そ
の
突
当

り
､
台
地
の
端
の
杉
木
立
の
中
に
､

目
指
す
入
定
塚
が
､
ひ
っ
そ
り
と

しす鎮
ま

っ
て
い
た
｡
周
囲
の
山
林
は
､

人
の
踏
み
跡
も
な
い
ほ
ど
雑
草
が

さらし

生
い
繁
り
､
荒
れ
た
姿

を

晒

て

い

る
の
に
､
塚
の
入
口
か
ら
周
辺
は
､

き
れ
い
に
下
草
が
刈
ら
れ
､
し

っ

と
り
と
雨
に
濡
れ
た
黒
い
山
肌
の

ば
町
制
施
行
三
十
五
周
年
の
臥
配

な
の
か
も
し
れ
な
い
｡
私
は
'
碑

に
向
か
い
あ

っ
た
と
き
'
二
百
六

こ

十
年
の
歴
史
を
超
え
て
塚
の
中
か

ら
宥
照
の
語
り
か
け
て
-
る
声
を

聞

い
た
よ
う
な
気
が
し
た
｡

｢
た
と
え
､
幾
百
､
幾
千
年
の

時
は
移
ろ
う
と
も
､
人
の
心
に

お
ごり

巣
食
う

菅

は

簡
単
に
絶
え
る
も

の
で
は
な
い
｡
恵
ま
れ
七
世
に

な
んじ
ら

}
カ

生
き
る

汝

等

の
心
は
如

何

に
｡

入
定
塚
の

I
帯
に
は
､
今
な
お

そ
の
時
の
重
苦
し
い
息
づ
か
い

うす

が
､
そ
の
ま
ま
に
渦

ま

い
て
い

る
よ
う
で
あ
る
｡
私
は
､
釦
触

り
に
で
も
な

っ
た
よ
う
に
､
そ

こ
を
し
ば
し
動
-
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
｡
帰
り
が
け
に
､
同

行
し
た
女
子
職
員
の

一
人
が
､

何
気
な
-
私
に
言

っ
た
｡

｢
町
長
も
､
宥
照
の
よ
う
に

み
ん
な
の
た
め
な
ら
入
定
で

き
ま
す
か
oJ

こ
の

1
111日
は
'

日
頃

｢
活
力
あ

る
町
づ
-
り
の
た
め
に
､
滞
身

の
努
力
を

い
た
し
ま
す
｣
と
言

い
続
け
て
い
る
私
の
胸
の
う
ち

ふ
す

を
ま
る
で
見

透

か
す
か
の
よ
う

さ

に
､
鋭
-
突
き
刺
さ
っ
て
き
た
｡

我 生
が き

∴
忘
れ
な

い
て
欲
し

明るい家庭 は ｢あい さつ｣ か ら
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子
の
頬
の
生
も
の
透
け
-
単
量

布
施

和
代

(
二

又
)

鎌
を
卑
ぐ
水
に
紫
陽
花
乱
れ
け
-

鈴
木
と
し
子

(宝

で
で
虫
に
ま
だ
降
り
足
ら
ぬ
空
の
色

悉

鈴
木

都
根

(椅

場
)

よ
せ
刈
-
の
脊
ナ
を
吹
き
放
く
青

田
風

伊
藤

手
放

(風
車
大
区
)

杉
束
掘
る
六
十
路
の
カ
鮫
り
け
り

椎
名

静
子

(
二

又
)

-
ち
わ
よ
-
生
る
る
風
の
タ
静

伊
藤

定
男

(風
車与
凶
)

各
れ
な
ず
む
空
傾
け
て
ビ
ー
ル
飲
む

土
屋

義
昭

(虫

生
)

貼
-

つ
き
て
普
よ
-
も
青
し
雨
蛙

秋
山

一
泉

(野

栄

町
)

常
群
れ
て
色
深
ま
-
ぬ
青

田
原

椎
名

カ
ツ

(椅

場
)

若
竹
の
漸
く
風
を
こ
な
し
け
り

大
木
静
波
子

(篠
本
二
区
)

友
帽
子
大
正
生
れ
世
に
租
せ
ぬ

椎
名
し
け
る

(椅

場
)

明 るい朝 の一声忘れてい ませんか
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保

健

衛

生

だ

よ
り

◎
健
診

･
学
級

･
相
談

9 8 月

5 1 31 29 日

母 健 等し オ 母 行事名親 康 児 オ児健 六カ 親学 木目 健 月盟 学

級 談 珍 ■ 健■ 級

妊棉 希望者 日 当フt=71二1 5肯 日坐 S617月～8月坐 S631月～2月生 妊棉 対象

13 13 13 13 13 時時 時 時 時 時
30 30 30 30 30

分～ 分～ 分～14時 分～14時 分～ 間

煤 保 保 保 場健 健 健 健
セ -ヒ -ヒ -ヒ

ン ン ン ン 所タ タ タ タ
I I ー ー

さ
ら
に
野
菜
に
多
-
含
ま
れ
て

い
る
食
物
繊
維
は
他
の
食
品
と
い

っ
し
ょ
に
食
べ
る
と
血
糖
の
上
昇

を
抑
制
す
る
作
用
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
｡
暑
い
盛
り
で
す
が

夏
野
菜
が
豊
富
な
今
､
毎
食
野
菜

を
た
べ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

･つ
○

苛
防
胎
位
を

琵
伊
巻
Q
D葛

糖
尿
病
の
予
防
に
も

治
簾
に
も
役
立
つ
食
品

倣二元 も

予
防
接
種
は
､
健
康
な
状
態
の
子
ど
も
に
対
し
て

行
う
も
の
で
す
｡
熟
の
あ
る
子
､

一
年
以
内
に
け
い

れ
ん

(
ひ
き
つ
け
)
の
あ

っ
た
子
､
ポ
リ
オ
生
ワ
ク

チ
ン
で
は
下
痢
を
し
て
い
る
子
等
受
け
ら
れ
な
い
時

も
あ
り
ま
す
の
で
､
接
種
を
受
け
る
と
き
は
､
子
ど

も
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
｡

保
健
婦
メ
モ

野
菜
は
と
も
だ
ち

④

今
月
も
先
月
号
に
続
き
病
気
と

野
菜
に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
｡

糖
尿
病
と
野
菜

糖
尿
病
は
､
糖
質
､
蛋
白
質
､

脂
質
等
の
利
用
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
必
要
な
ホ
ル
モ
ン
(イ
ン

シ
ュ
リ
ン
)
の
分
泌
不
足
や
作
用
低

下
に
よ
る
病
気
で
す
｡
遺
伝
と
深

い
関
係
が
あ
り
ま
す
が
素
質
が
な

-
て
も
､
誘
因
に
よ
り
糖
尿
病
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡
特
に
肥

満
は
重
要
で
､
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と

り
す
ぎ
や
､
脂
肪
細
胞
の
イ
ン
シ
ュ

リ
ン
感
受
性
の
鈍
化
で
普
通
以
上

に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
必
要
と
な
り
ま

す
｡
肥
満
の
他
､
運
動
不
足
､
ス

-
レ
ス
等
も
あ
り
ま
す
が
､
ま
ず

肥
満
予
防
が
肝
心
で
す
｡

-

野
菜
が
糖
尿
病
を

予
防
す
る
1

糖
尿
病
の
人
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
､
普
通
の
人
の
場
合
よ
り
も
低

く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

エ
ネ
ル

ギ
ー
は
低
-

″
か
さ
″
の
あ
る
食

品
を
使

っ
て
満
足
度
の
高
い
食
事

に
す
る
工
夫
が
大
切
で
す
｡
野
菜

海
草
､
き
の
こ
､
こ
ん
に
ゃ
-
は

こ
の
条
件
に
ぴ
っ
た
り
で
す
｡

受ける前の注意

○
予
防
接
種
の
通
知
を
よ
-
読
み
ま
し
ょ
う
｡

O

｢
問
診
票
｣
を
正
確
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
｡

◎
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
｡

0
母
子
健
康
手
帳
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
｡

◎
で
き
る
だ
け
､
数
旦
別
よ
り
体
温
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
｡

受ける当日の注意

0
そ
の
日
の
体
温
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
｡

O

｢
問
診
票
｣
の
記
入
に
間
違
い
が
な
い
か
､
記
入
も
れ

が
な
い
か
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
｡

◎
印
鑑
と
母
子
手
帳
'
ま
た
'
問
診
票
が
事
前
に
配
布
さ
れ

た
時
は
問
診
票
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
｡

0
予
防
接
種
の
会
場
の
黒
板
や
は
り
出
さ
れ
て
い
る
注
意

事
項
を
よ
-
読
み
ま
し
ょ
う
｡

◎
お
医
者
さ
ん
や
会
場
に
い
る
担
当
者
に
気
軽
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
｡

明るい家庭 は ｢あい さつ｣ か ら



●糖尿病の食事療法●

1医師が決めた適切

なエネルギーを守

り､肥満を予防す

る｡

)1/1ンな ぐ

31日3食 (または

4食)､規則正しく

食事量も均等にす

る｡

試料､測定法によ

り差が生じる場合
があります｡

2たんぱく質､ビ

タミン､ミネラ

ルなど栄養バラ

ンスが良い食事

をとる｡

●正常な血糖値 (空腹時)

70-110mg/dA
※食後30分～1時間で血糖値は 140mg/dEにもなります

が､各ホルモンの影響です ぐもとにもどります｡

受けた後の注意

0
そ
の
日
は
激
し
い
運
動
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

･つ

○
○
接
種
し
た
日
は
入
浴
は
や
め
接
種
部
位
は
清
潔
に
し
ま

し

ょ

､
つ

｡

◎

予
防
接
種
の
副
反
応
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
時
期

(直

後
か
ら
十
日
位
)
は
､
子
ど
も
の
健
康
状
態
に
注
意
し
ま

し
ょ
､つ
｡

0
発
熟
し
ぐ

っ
た
り
し
た
り
､
呼
ん
で
も
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
り
､
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
時
等
は
､
至
急
名
医
者
さ

ん
に
か
か
り
､
保
健
衛
生
課
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
｡

-

八
月
の
､予
防
接
種
は
あ
り
ま
せ
ん
-

※
そ
の
他
､
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
､
保
健
衛
生
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
｡
℡
㊧

1
1
5
8

(13)広 報 ひ か

働
き
盛
り
の

お
父
さ
ん
を
応
援

｢
所

得

税
』

所
得
税
は
､
年
収
が
増
え
る
に

つ
れ
て
､
税
の
負
担
も
高
ま

っ
て

い
-

｢
累
進
構
造
｣
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
｡
そ
の
た
め
､
収
入
が
増

え
て
も
思

っ
た
ほ
ど
手
取
り
が
増

え
な
い
と
い
う
不
満
の
声
が
あ
り

ま
し
た
｡

特
に
､
四
十
～
五
十
代
の
働
き

盛
り
の
お
父
さ
ん
は
､
子
供
の
教

育
費
､
職
場
で
の
お
付
き
合

い
な

ど
で
､
家
計
支
出
も
増
加
す
る
の

で
､
あ
ま
り
生
活
に
ゆ
と
り
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
そ
こ
で
､
収

入
が
増
え
て
も
い
き
な
り
税
の
負

担
が
増
え
な
い
よ
う
､
税
率
構
造

を
十
二
段
階
か
ら
五
段
階
に
簡
素

化
す
る
と
と
も
に
､
税
率
を
亨

五

～
六
〇
%
か
ら

一
〇
～
五
〇
%

へ

緩
や
か
に
し
ま
し
た
｡

こ
の
結
果
､
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の

約
九
割
の
方
は
､
最
低
税
率
の
1
0

%
の
み
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
｡

暮
ら
し
と
未
来
を
築
き
ま
す

新
税
制

今月は

町 県 民 税 2期分

国民健康保険税 2期分

国 民 年 金 8月分

の納期です

八
月
十
日
は

｢道
の
日
｣

八
月

l
日
～

三
十

一
日

道
路
を
守
る

月
間

我
が
国
で
最
初
の
道
路
整
備
長

期
計
画
で
あ
る
第

1
次
道
路
改
良

計
画
が
実
施
さ
れ
た
日
が
大
正
九

年
八
月
十
日
で
す
｡

こ
れ
を
期
に
道
路
の
意
義
､
重

要
性
を
理
解
し
､
み
ん
な
で
道
路

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
｡

明 るい朝 の一声忘れてい ませんか
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福

祉

の

蕃

萄

ヨ

V

i..9

瑚

標

語

..5

..''''.募

'
::
.隻

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

｢
ふ
れ
あ

い
と
支
え
あ

い

の
精
神
に
満
ち
た
心
豊
か
な
福
祉
の
ま
ち
づ
-
り
｣
の

i
環
と
し
て
､
町
民
の
福
祉
意
識
高
揚
と
啓
発
の
た
め
､

福
祉
の
ま
ち
づ
-
り
を
呼
び
か
け
る
標
語
を
募
集
し
ま

す
｡優

秀
作
品
は
､
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
製
作
中
の
｢鬼

来
迎
カ
レ
ン
ダ
I
｣
に
掲
載
す
る
ほ
か
､
町
の
福
祉
大

会
で
表
彰
し
ま
す
｡

▼
資

格

▼
用

紙

▼
締
め
切
り

▼
提

出

先

県
民
政
治
大
学

受

講

者

募

集

県
選
挙
管
理
委
局
舎
で
は
､
県

民
政
治
大
学
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
｡

県
民
政
治
大
学
は
､
県
民
の
政

治
､
選
挙
に
関
す
る
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
明
る
い
選
挙

町
内
在
住
者

特
に
指
定
な
し

平
成
元
年

9
月
5
日

光
町
宮
川
1
1
9
0
7
の
2

(
町
民
会
館
内
)

町
社
会
福
祉
協
議
会

℡

㊧
1
3
5
8

の
実
現
を
め
ざ
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
｡

今
年
は
十
月
か
ら
十

一
月
に
か

け
て
五
回
に
わ
た
り
､
千
葉
駅
ビ

ル
の
ペ
リ

エ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

す
｡★開

催
日
時

10
月
18
日
㈹

10
月
20
日
㈲

･
10
月
24
日
㈹

10月
27
日
㈲

･
11
月

1
日
㈹

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

★講
座
内
容

選
挙
､
政
治
､
地
方

自
治
､
そ
の
他

一
般
教
養
科
目

★
締
め
切
り

9
月
30
日

★募
集
人
員

4
5
0
名

★
受

講

料

無
料

★
申
し
込
み
方
法

郵
便
番
号
､

住
所
､
氏
名
､
年
齢
､
性
別
､

職
業
を
葉
書
か
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入

★
申
し
込
み
先

千
葉
市
市
場
町

1
の
1

県
庁
地
方
課
内
県
選

挙
管
理
委
口具
合

℡

0
4
7
2
⑳
2
1
4
3

ノ

県花植木センタ-催物
く研修会〉

月 日 時 間 内 容

8月12日 13時～17時 植木の芽つ ぎ法

8月19日 10時～16時 小庭 園の作 り方

8月19日 13時～17時 研修会 ､観葉植物の消費動向

8月27日 13時～17時 秋 まき草花の育て方

9月 3日 13時～17時 球根 の育て方

く展示会〉

8月22日～ 8月27日 9時～16時30分

夏咲 きエ ビネ ･ギボウシ展

実施場所 県花植木セ ンター

住 所 〒286-01

成 田市天神 峰字道場80の1

℡0476⑳0237

※ 予定が変更になる場合 もあ ります｡

い
よ
い
よ
夏
本
番
と
な
り
､
電

気
災
害
事
故
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
ま
し
た
｡

車 夏 至 /I /I

と
-
に
雷
雨
､
台

風
な
ど
に
よ
る
倒
木

や
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

等
の
飛
来
に
よ
り
､

電
線
が
切
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
｡

切
れ
た
電
線
は
大

変
危
険
な
た
め
､
発

見
し
た
と
き
は
絶
対

に
触
ら
な

い
で
､
東

京
電
力

へ
ご
連
絡
下

さ
い

｡

東
京
電
力
八
日
市
場
営
業
所

℡

0
4
7
9
⑫
0
0
4
1

高校生などを使用する

高
校
生
な
ど
十
八

才
未
満
の
年
少
者

を
､
夏
休
み
な
ど

に
ア
ル
バ
イ
ー
等

と
し
て
雇
用
す
る

場
合
に
も
､
労
働

基
準
法
等
の
法
律

を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
｡

特
に
､
年
少
者

を
深
夜

(午
後
十

時
か
ら
翌
日
午
前

五
時
ま
で
)
に
労

｣

FJI｣

働
さ

せ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て

禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
｡

事
業
主

の
皆
さ
ん
は
も

と
よ
り
､

生
徒
や
周
囲

の
皆
さ

ん
も
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
十
分

留
意
し
ま
し
ょ

明るい家庭 は ｢あい さつ｣ か ら
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放送大学学生募集

放送大学 では､平成元年度第 2学

期の学生 を募集 しています｡

○募集人員

全科履修生 - 2,000人

選科履修生

科 目履修生

特修生

3,000人

○出願受付

7月15日比)～ 8月15E】(Jk)

募集要項は､放 送大学本部又は学習

セ ンター で配布す るほか､郵便 はが

きで も請求 で きます｡

〒260千葉市若葉2-11放送大学本部

℡0472⑲5111

(24時間テレホンサービス 03㊥ 4600)

8月からの衛星を含むカラー受信料

支払方法 月 額 6か 月前払額 12か 月前 払額

訪問集金 2,000円 ll,440円 22,290円

交通災害共済は､住民相互の共済制度で､交通事故にあった方に見舞金をおくり､少しでも財政的負担を軽-しよ

うというものです｡

加入申込書は､行政委員さんから皆さんのご家庭に配られますので､八月二十五日までに行政委員さんに申し込ん

で下さい｡

なお､保育所､幼稚園､小中学校児童､生徒についてはすでに団体加入をしています

の
で
､
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
｡
-
わ
し

い
こ
と
の
問
い

合
わ
せ
は
､
役
場
総
務
課
広
報
防

災
係

(
℡
㊧
1
2
1
1
)
ま
で
お

願

い
し
ま
す
｡

衛
星
放
送
受
信
料
に

ご
協
力
を
/

(NHKスペシャル北極圏展)
期間元年8月4日～16日*10
日休日

会場東急百貨店日本橋店7階グランドホール

入場料金一般･大学生400円

高校生･中学生300円

小学生200円

問い合わせ先｢NHKスペシャル北極圏展｣事務局
〒150-01東京都渋谷区神南2-2-1

NHK事業部内℡03㊥1234

六 谷 宮 三 二 宮 橋 母 木 行
政

区 中 内 区 区 内 場 子 戸 区

7(47(4 y6 y66486A16/I% 6% 召警

伊藤五郎八

越原大森田大/ト早
川木中木刀木川氏

名
もと三郎伸子柴みつ千代ナツ良二

735080637172414684年
歳歳歳歳歳歳歳歳二歳齢

お-やみ申し上げます七月十五日現-付(鯛析闘)

作品募集
○県内に在住 又は在勤 ･在学す る方｡

○作品は未発表 の もの｡

○申込みの際､住所 ･氏名 ･電話番号 ､学生 は学

校名 ･学年 を明記 して くだ さい｡

第31回 県俳句大会
10月29日(日)

千葉中央 コ ミュニテ ィーセ ンター

当季雑詠 3句

規定用紙又は原稿用紙使用

出品手数料 1,000円

〆 切 8月20日(a)必着

投稿先 〒280千葉市道場南 1-14-31

萩原季薬方

県芸術祭俳 句大会事務局

(℡0472⑳5840)

第33回 県短歌大会
10月8日(日)

稔戸市婦人会館

雑詠 1人 2首 まで(新作 )B4原稿用紙J吏用

出品手数料 1首につ き1,000円

〆 切 8月15日(火)必着

投稿先 〒281千葉市 こては し台 6- 2-8

鈴木里津子方

県芸術祭短歌大会事務局

(雪空0472⑳9122)

明 るい朝 の一声忘れてい ませんか
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崎

長谷川房子さん

栄養改善推進員

げ
て
お
-
｡

②
油
揚
､
人
参
､
椎
茸
は
､
各
2

cm
長
さ
の
せ
ん
切
り
に
す
る
｡

③
水
と
し
ょ
う
油
､
も
ち
米
を
合

わ
せ
炊
飯
器
に
入
れ
､
平
に
し
て

か
ら
②
を
の
せ
て
炊
-
0

※
炊
-
時
に
は
､
も
ち
米
と
具
を

混
ぜ
な
い
｡
炊
き
上
が
っ
て
､
食

べ
る
時
に
混
ぜ
る
の
が
'

コ
ツ
で

す
｡

芝

炊
き
込
み
お
こ
わ

作
り
方

①
も
ち
米
は
､
と
い
で
ザ
ル
に
上

材 料 (4人分 )

もち米･--カ ップ 5

水 ----- カ ップ 3

し ょ う油 - 大 サ ジ 2

ご ま塩 -･- - - 少 々

油 揚 -･- - - -･2枚

人 参 - - - ･-100g

椎 茸 - ･･-- - -5枚

一
口
メ
モ

む
し
暑
い

夏
､
疲
れ
や

す
-
な

っ
た

り
､
食
欲
が

な
く
な

っ
た

り
す
る
季
節

で
す
｡

食
べ
た
-

な
い
か
ら
と

言

っ
て

一
日

二
食
に
し
た

り
､
魚
や
肉
､

野
菜
な
ど
の

おかずをあまり食べない'冷凍食品､インスタン-食品を多-取ることは､なるべ-さ

けましょう｡

六
つ
の
基
礎
食
品
を
､
毎
日
ま

ん
べ
ん
な
-
取
り
､
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
′

専鮮QBE3㊨
あたたかな変につつまれた

幸せの道をクリエイトする

あなたの町民会館

ご塘礼予約受付中 ℡84-1358

わ吋 車中
?lp久･TlJフさス

伊藤 舞ちゃん 昭和61年9月3日生まれ

伊藤 加奈ちゃん 昭和64年1月2日生まれ

尾垂六区 伊藤 安さん 長女､二女

｢舞ちゃんいくつ｣にかわいい指を二本立ててくれました｡外で砂遊びや自転車に乗り一空丸に動きまわる活発な女の子｡自転車に乗る姿もいたについてきました｡来年の保育園入園を心待ちにしています｡妹の加奈ちゃん(｣八ケ月)

のよいお姉ちゃんです.

休日当番医

わが家のプリンス･

プリンセス募集-メ.卜_.__ー__.

､
J
ノ

月日内科系外科系

8
.
6

佐藤クリニック(八日市場)東陽病院
⑬5567
東陽病院
㊧1335

㊧1335

8
.
13

棺垣医院(八日市場)八日市場市立病院
⑬2552
八日市場市立病院
⑫1525

⑫1525

8
.
20

椎名医院九十九里ホ-ム(八日市場)
⑫0032
九十九里ホーム(八日市場)
⑫1131

⑫1131

8
.
27

八日市場市立病院八日市場市立病院
⑫1525⑫1525

9
.
3

日吉診療所束陽病院
⑳1220
東陽病院
㊧1335

㊧1335

9
.
10

昌順堂医院匝瑳外科(八日市場)
⑫4236⑳0178

八日市場市立病院八日

市
場市立病院

明 るい家庭 は ｢あい さつ｣ か ら


